
R５ 放課後等補充学習の取組 多久市立東原庠舎東部校
取組の実際
参加対象について

中１TT（数学科）会計年度任用職員として本校で担当されている方に、放課後等補充学習の指導員を兼ね
てお願いしています。年間を通して、数学の授業に入られているため、生徒との関わりや担当教科の先生
とのコミュニケーションなどもスムーズに行われています。

令和５年度放課後等補充学習【出席票】

指導員について

成果について

・生徒自らが自分のめあてに応じた教材を選択するなど、自主的な取組につながっています。
・参加の生徒から、「以前より問題を解くことができてうれしい」などの声が聞かれるようになりました。
・職員は、水曜日の放課後は会議等と重なり、生徒と関わる時間を確保できないため、外部人材の存在は
とてもありがたいと感じています。

工夫していること
「出席票」を準備し、計画的な実施ができています。また、生徒は毎回
出席票に記録することで参加状況を可視化することができ、自分の頑張
りを意識するきっかけになっています。

全校生徒対象に補充学習のお知らせプリントを配布し、
希望者は申込書の提出をします。
実施日等

毎週月曜日と水曜日の放課後（１時間ほど）、数学の学習をして
います。場所は、音楽室を利用しています。各自授業で使うワー
ク、指導員から配付されたプリントやテキストに取り組み、分か
らないときなどはすぐに指導員に質問ができます。

指導員が生徒の学習状況を見ながら質問に答えたり、説明
をしたりしています。


